
会計 款 項 目

一般 3 2 1

単位

年度

目標

実績

対応頁

192

達
成
度
合

Ａ：目標を達
成又は上
回って達成
できた（目
標の100％
以上)

達
成
状
況

課
題
等

平成30年に実施した調査結果は4.7％であり、前回調査時（平成
25年）より1.5ポイント減少しています。

Ａ

（

行
動

）

方向性 対応策等

１：計画通りに進
めることが適当

・引き続き2か所での病児・病後児保育事業を維持できるよう、運営助成等適切な支援
を行っていきます。

施策の「5年後の目標」に対する評価
令和元年度の達成状況

Ｃ

（

評
価

）

目標達成に向けての次年度以降の対応

ー

・市内２か所で、病児・病後児保育事業を実施しました。
・病児・病後児保育制度の浸透とともに利用児童が増加しています。

評
価
指
標

関連する評価指標 評価指標の傾向・トレンド

子育てに「非常に不安や負
担を感じる」と回答した割合

現　　　状
（計画策定時）

28 29 30

指標 病児・病後児保育実施施設数 か所

1

1（平成26年度）

1

2

事業の概要

病気や病気の回復期にある子どもが保護者の就労等により家庭で保育できない場合に、一時的に保育や
看護を行います。加えて、保育ニーズに応じて新たな病児・病後児保育環境を整備します。

1 2

令和元年度の取組

分野 12

施策 122

担当課

通番
13

就学前教育・保育

多様な保育サービスの確保

子育て支援課

5年後の目標 子どもの状況・保護者の就労状況など多様な需要に応じた保育サービスが確保されている。

概要

Ｐ

（

概
要

）

実施計画名称（予算事業名称） 予算科目

病児・病後児保育運営助成事業

決算額（円）

19,542,000

病児・病後児保育　あすなろ

2Ｄ

（

取
組

）

2

2

2

2

・病児・病後児保育事業の健全かつ安定した運営と利用児童への適正
な保育実現を支援するため、２法人に対して運営助成を行いました。
・令和元年度の延べ利用児童は病児保育922名、病後児保育182名の合
計1,104名でした。

2
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会計 款 項 目

一般 3 2 3

単位

年度

目標

実績

対応頁

192

達
成
度
合

Ａ：目標を達
成又は上
回って達成
できた（目
標の100％
以上)

達
成
状
況

課
題
等

・平成30年度以降、計画を上回る施設数を整備しており、国基準の待機児童数が０人となるなど０
～２歳児の子育て環境が充実してきましたが、増加を続ける小規模保育施設卒園児（３歳児）の保
育所等への入所希望に対応することが課題となってきています。

現　　　状
（計画策定時）

施策の「5年後の目標」に対する評価
令和元年度の達成状況

Ｃ

（

評
価

）

評
価
指
標

関連する評価指標 評価指標の傾向・トレンド

子育てに「非常に不安や負
担を感じる」と回答した割合

平成30年に実施した調査結果は4.7％であり、前回調査時（平成
25年）より1.5ポイント減少しています。

・令和元年度には、小規模保育施設11施設の運営を支援し、195名の利用定員を確
保することで、乳児（０～２歳児）を中心とした保育環境の充実･改善を行いまし
た。

目標達成に向けての次年度以降の対応

416,196,940

1

8

地域の多様な保育ニーズにきめ細かく対応するために、小規模保育施設を充実するなど、年度途中に生
じる保育ニーズに適切に対応する施策を検討します。

3

4 6

指標 小規模保育施設数

子どもの状況・保護者の就労状況など多様な需要に応じた保育サービスが確保されている。

実施計画名称（予算事業名称） 予算科目 決算額（円）

Ａ

（

行
動

）

方向性 対応策等

１：計画通りに進
めることが適当

・第２期長岡京市子ども・子育て支援事業計画に基づき、次年度以降も引き続き０～２
歳児までの保育の場として、小規模保育施設の運営を支援していきます。
・第１期の計画期間においては、計画以上の新規開設数となったことから定員に満たな
い施設が出ており、今後の新規開設については、第２期の計画に基づいた慎重な検討が
必要です。

事業の概要

5年後の目標

担当課

通番
14

就学前教育・保育

多様な保育サービスの確保

概要

Ｐ

（

概
要

）

小規模保育施設の充実 子育て支援課

分野 12

施策 122

30

3

2

か所

8

・長岡京市子ども・子育て支援事業計画に基づき施設整備を進めています。
・小規模保育施設は、平成27年度に３施設、29年度には２施設、30年度には２施設、令和元年度には途
中開園も含め４施設が新たに開園し、合計11施設の運営を支援しました。
・令和元年度の利用定員は11施設合計195名でした。
・令和２年４月に新規開設した民間保育園（長岡京コペル保育園）は、小規模保育施設卒園児の受け皿
としても機能しています。

令和元年度の取組

5 7 11
Ｄ

（

取
組

）

3（平成27年度）

28 29
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会計 款 項 目

一般 3 2 3

単位

年度

目標

実績

対応頁

192

達
成
度
合

Ｂ：目標をほ
ぼ達成でき
た（目標の
80％～
100％程度）

達
成
状
況

課
題
等

・駅前という利便性を活かし、月極保育に加え、認可保育施設が実施できていない
事業や、一部は実施しているものの全てのニーズに応えられていない部分を補い、
多様化する市民の保育ニーズに応えました。
・年々、利用実績が下がっていますが、利用者の就労形態の変化や、認可保育施設
等の整備が進んだために、月極保育および一時預かりの利用が減少したものではな
いかと推測しています。

・駅前という立地で高い利便性を持つ反面、他認可保育施設等と比較して、月極保育料や一時預か
りの利用料金が高額であるなど、利用者の経済的負担が大きい施設となっています。
・認可保育施設が充実してきたことなどから、利用者が減少傾向にあります。
・駅前という立地であることから一時預かり保育に対する一定の需要はあるものの、計画策定時よ
り利用者は半減し、特に、主な目的としていた日祝日利用者および夜間保育利用者が少なくなって
います。

評
価
指
標

関連する評価指標 評価指標の傾向・トレンド

子育てに「非常に不安や負
担を感じる」と回答した割合

平成30年に実施した調査結果は4.7％であり、前回調査時（平成
25年）より1.5ポイント減少しています。

人

目標達成に向けての次年度以降の対応

Ａ

（

行
動

）

方向性 対応策等

１：計画通りに進
めることが適当

・保育ニーズに即した適切な施策を展開するため、事業実施方法について検証し、必要
に応じ見直しを行っていきます。

施策の「5年後の目標」に対する評価
令和元年度の達成状況

Ｃ

（

評
価

）

子どもの状況・保護者の就労状況など多様な需要に応じた保育サービスが確保されている。

子育て支援課

現　　　状
（計画策定時）

28 29 30 1 2

指標

5年後の目標

概要

Ｐ

（

概
要

）

通番
15

就学前教育・保育

多様な保育サービスの確保

事業の概要

21,305,760駅前保育施設運営助成事業

女性の社会進出や地域活動への参加、生きがいづくり等の環境を整備し、公共交通機関に隣接した利便
性と立地条件を活かして、夜間保育や休日保育、一時保育等の多様な保育サービスを提供するために、
保育施設に対して継続して運営助成をします。
また、保育ニーズに即した適切な施策を展開するため、当該事業のあり方等について適宜点検を行い、
見直しをしていきます。

Ｄ

（

取
組

）

438（平成26年度）

・一時預かり利用児童数は年間延べ220名､日祝日保育利用児童数は延
べ18名、夜間保育利用児童数は４名のほか、月極保育利用児童は延べ
318名で、多様な需要に応じた保育サービスが確保されました。

518

一時預かり及び早朝・夜間並びに休日保育年間延べ利用人数

駅前保育施設の案内

238

450
前年度数値を下回ら
ない

分野 12

施策 122

実施計画名称（予算事業名称） 予算科目

523

前年度数値を下回ら
ない

令和元年度の取組

担当課

前年度数値を下回ら
ない

前年度数値を下回ら
ない

242

決算額（円）

－39－
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